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滸
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二
一
七

一

中
國
・
北
京
の
國
家
圖
書
館
古
籍

に
『
忠
義
水
滸
傳
』
殘
本
が
所
藏
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
內
譯
は
第
四
十
七
回
か
ら
第
四
十
九
回
、
お
よ
び
第
五
十
一
回
か
ら

第
五
十
五
回
の
計
八
回
分
で
、『
國
立
北
平
圖
書
館
館
刊
』
第
八
卷
第
二
號
（
民

國
二
十
三
年
三四
⺼
）
に
も
こ
の
本
の
第
五
十
回
の
見
開
き
一
枚
の
景
照
が
揭
載
さ

れ
て
い
る
。『
朙
容
與
堂

水
滸
傳
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）
の
名
で

影
印
公
刊
さ
れ
て
い
る
國
家
圖
書
館
藏
朙
容
與
堂

『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水

滸
傳
』
百
卷
百
回
の
文

が
こ
の
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は

二
〇
一
一
年
、
國
家
圖
書
館
に
て
こ
の
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
閱
覽
し
、
容

與
堂
本
と
の
比
較
對
照
作
業
を
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
結
果
に
も
と
づ
き
兩
者
の

關
係
に
つ
い
て
再
考
し
、
そ
の
「
水
滸
傳
」
の
各
種
版
本
の
な
か
に
お
け
る
位
置

に
つ
い
て
考
察
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

ま
ず
、
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
に
つ
い
て
の
基
本
情
報
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
高
島
俊
男
「
石
渠
閣
補
刊
本
硏
究
序
說
」（『
伊
藤
漱
平
敎
授
退
官

記
念
中
國
學
論
集
』
汲
古
書
院
、一
九
八
六
年
）
に
簡
に
し
て
要
を
得
た
整
理
が
あ
る
。

現
在
「
水
滸
傳
」
の
名
稱
が
確
認
で
き
る
も
っ
と
も
古
い
文
獻
は
高
儒
『
百
川
書

志
』（
嘉
靖
十
九
年
序
）
で
、「
忠
義
水
滸
傳
一
百
卷（

（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
も
い
く
つ
か
の
書
目
、
筆
記
な
ど
に
「
水
滸
傳
」
の
名
が
現
れ
る
。
當
時
す
で

に
複
數
の
「
水
滸
傳
」
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
朙
・
李
開
先
『
詞
虐（

（
（

』
に
「
一
事

而
二
十
册
」
と
あ
り
、
淸
・
錢
曾
『
也
是
園
藏
書
目（

（
（

』
に
「
舊
本
羅
貫
中
水
滸
傳

二
十
卷
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
十
卷
に
分
か
た
れ
て
い
た
の
が
古
い
姿
（「
舊
本
」

「
古
本
」
な
ど
と
稱
さ
れ
る
）
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
文
徵
朙
が
書
寫
し
た
と
い
う
「
古

本
水
滸
傳（

（
（

」
も
こ
れ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）。
ま
た
、
嘉
靖
年
閒
に
武
定
侯
郭
勛

が
そ
れ
ま
で
の
「
水
滸
傳
」
を
改
編
し
た
版
本
を
印
行
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
水
滸
傳
」
の
名
稱
を
持
つ
長
篇
小
說
は
嘉
靖
中
朞
以
歬

ま
で
に
は
二
十
卷
本
の
形
で
成
立
し
、
嘉
靖
半
ば
に
は
後
出
の
百
卷
本
を
含
む
複

數
の
版
本
が
現
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
現
在
我
々
が
見
ら
れ
る
「
水
滸
傳
」
の
名
を
冠
し
た
本
は
、
年
代
が

よ
り
降
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
刊
行
年
代
の
わ
か
る
完
本
で
、
現
存
す
る
も
っ

と
も
早
い
も
の
は
萬
曆
二
十
二
年
（
一
五
九
四
）
の
『
京
本
增
補
校
正
全
像
忠
義

水
滸
志
傳
評
林
』
二
十
五
卷
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
早
い
と
見
ら
れ
る
『
新
刊
京
本

〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系

�

荒
木
逹
雄



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
一
八

大
內
田
三
郞
「『
水
滸
傳
』
版
本
考―

容
與
堂
本
に
つ
い
て
（
二
）」（『
大
阪
市
立
大

學
文
學

紀
要　

人
文
硏
究
』
第
四
十
五
卷
第
五
分
册
、
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
、
使

用
さ
れ
て
い
る
字
體
が
嘉
靖
か
ら
隆
慶
年
閒
に
か
け
て
の
出
版
物
に
廣
く
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指

さ
れ
、
佐
藤
晴
彥
「
國
家
圖
書
館
藏
『
水
滸
傳
』
殘

卷
に
つ
い
て―

〝
嘉
靖
〟
本
か
？
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
七
集
、二
〇
〇
五
年
）

が
、

體
字
の
用
法
が
嘉
靖
年
閒
に
出
版
さ
れ
た
小
說
戲
曲
の
用
字
習
慣
に
近
い

と

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
の
殘
本
を
嘉
靖
年
閒
な
い
し
そ
れ
か
ら

さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
朞
に
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
本
と
い
う
意
味
で
「
嘉
靖

本
」
と
稱
す
る
。

嘉
靖
本
は
每
半
葉
十
行
每
行
二
十
字
、
版
心
に
は
「
水
滸
傳
幾
回
」、
そ
の
下

に
葉
數
が

さ
れ
る
。
版
心
の
文
字
は
、
原
本
の
保
存
狀
態
の
た
め
か
撮
影
具
合

の
た
め
か
、
よ
く
見
え
な
い
葉
も
ま
ま
あ
る
。
各
回
第
一
行
に
「
第
幾
回
」、
最

終
葉
最
終
行
に
「
第
幾
回
終
」。
ど
の
回
も
各
葉
の
表
か
ら
は
じ
ま
り
、
本
文
が

表
面
で
終
わ
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
裏
面
は
回
數
表
記
以
外
す
べ
て
空
行
で
、
次

の
回
は
次
葉
表
面
に
は
じ
ま
る
。
插
圖
は
現
存
し
な
い
。
詩
の
引
用
の
際
は
每

行
頭
を
二
か
ら
四
格
下
げ
、
二
句
ご
と
に
改
行
し
て
い
る
。
容
與
堂
本
が
、
每

行
頭
は
一
格
下
げ
る
も
の
の
二
句
ご
と
の
改
行
は
せ
ず
に
詰
め
て
い
る
（
ゆ
え
に

句
の
途
中
で
の
改
行
が
多
い
）
の
と
比
べ
、
紙
面
を
ゆ
っ
た
り
と
使
っ
て
い
る
感
を

受
け
る
。
ま
た
、
第
五
十
一
回
第
一
葉
の
み
、
第
一
行
か
ら
第
三
行
ま
で
に
「
忠

義
水
滸
傳
卷
之
十
一（

（
（

／
施
耐
菴
集
撰
／
羅
貫
中
纂
修
」
と
あ
り
、
第
四
行
に
「
第

五
十
一
回
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
五
十
一
回
が
第
十
一
卷
の
冐
頭
で
あ
る
以
上
、

第
一
回
か
ら
第
五
十
回
ま
で
は
十
卷
あ
っ
た
は
ず
で
、
單
純
に
計
算
す
れ
ば
一
卷

あ
た
り
五
回
分
收
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
全
百
回
は
二
十
卷
と
な
る
。
こ

れ
も
こ
の
本
が
容
與
堂
本
よ
り
古
い
と
見
な
さ
れ
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
第

四
十
六
回
か
ら
第
五
十
回
、
第
五
十
一
回
か
ら
第
五
十
五
回
と
、
五
回
每
に
わ
か

全
象
插
增
田
虎
王
慶
忠
義
水
滸
傳
』
殘
本
も
あ
る（

（
（

。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

そ
れ
以
歬
に
あ
っ
た
本
を
も
と
に
文

を
節
略
し
て
作
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
文
簡
本

で
あ
る（

（
（

。
嘉
靖
年
閒
の
文
獻
に
見
え
る
「
水
滸
傳
」
は
節
略
歬
の
本
、
い
わ
ゆ
る

文
繁
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
し
、
卷
數
も
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
文
繁
本
の
う
ち
、
完
全
な
形
で
殘
る
最
も

早
い
も
の
は
、
歬
述
の
容
與
堂

『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』
百
卷
百
回

（
以
下
、
容
與
堂
本
と
稱
す
）
で
、
そ
の
初

本
は
萬
曆
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
の

刊
行
と
見
ら
れ
る
。
卷
數
が
嘉
靖
年
閒
の
記
錄
と
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
嘉
靖

年
閒
の
版
本
と
は
繼
承
關
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歬
提
の
も
と
、

萬
曆
年
閒
の
版
本
に
よ
り
つ
つ
、
嘉
靖
年
閒
の
百
卷
本
も
こ
の
よ
う
な
文

、
內

容
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
假
定
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
の
が
現
狀
で
あ
る
。
し
か

し
嘉
靖
中
朞
か
ら
萬
曆
三
十
八
年
ま
で
は
六
十
年
以
上
の
閒
が
あ
る
。
こ
の
空
白

朞
閒
中
、「
水
滸
傳
」
が
ど
の
よ
う
な
文

で
あ
っ
た
の
か
、
嘉
靖
年
閒
か
ら
萬

曆
年
閒
ま
で
百
卷
本
の
文

は
ど
の
よ
う
に
繼
承
さ
れ
、
ど
の
程
度
改
變
さ
れ
て

き
た
の
か
、
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
二
十
卷
本
と
百
卷
本
の
閒
に
ど
の
程

度
の
改
編
が
あ
っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
兩
者
が
單
線
的
な
繼
承
關

係
に
あ
る
の
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

文
繁
本
の
系

に
屬
し
、
容
與
堂
本
よ
り
古
い
と
見
る
硏
究
者
が
い
る
版
本
も

あ
る
。『
京
本
忠
義
傳
』
殘
葉
お
よ
び
、本
稿
で
と
り
あ
げ
る
國
家
圖
書
館
藏
『
忠

義
水
滸
傳
』
殘
本
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
序
文
や
刊
記
な
ど
刊
行
年
代
を
朙
示
す
る

分
は
殘
ら
な
い
。
な
か
で
も
『
京
本
忠
義
傳
』
は
わ
ず
か
二
葉
を
存
す
の
み
で

あ
る
。『
京
本
忠
義
傳
』
に
つ
い
て
は
多
く
の
硏
究
者
に
よ
り

々
な
見
解
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
本
稿
で
は
觸
れ
な
い
。

『
忠
義
水
滸
傳
』
殘
本
は
發
見
當
時（

（
（

か
ら
嘉
靖
年
閒
の
本
と
さ
れ
て
い
た
が
、

實
際
に
そ
の
こ
と
を
檢
證
で
き
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た（

（
（

。
し
か
し
近
年
、



〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系

二
一
九

な
り
の
缺
葉
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
國
家
圖
書
館
本
を
も
っ

て
容
與
堂
本
を
代
表
さ
せ
、
嘉
靖
本
と
の
校
勘
を
行
う
。
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
と

を
詳
細
に
比
較
す
る
こ
と
を
通
じ
て
萬
曆
三
十
八
年
以
歬
の
「
水
滸
傳
」
版
本
の

空
白
朞
閒
を
多
少
な
り
と
も
さ
か
の
ぼ
れ
る
も
の
か
、
檢
證
し
て
み
た
い
。

三

こ
れ
ま
で
に
專
門
的
に
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
を
比
較
し
た
硏
究
を
公
表
し
た
硏

究
者
と
し
て
、
馬
幼
垣
敎
授
と
佐
藤
晴
彥
敎
授
が
擧
げ
ら
れ
る
。
佐
藤
氏
は
ま

ず
「『
水
滸
傳
』〝
嘉
靖
〟
殘
卷
に
つ
い
て
」（『
神
戶
外
大
論
叢
』
四
十
二
卷
三
号
、

一
九
九
一
）
で
簡
單
に
こ
の
本
を
紹
介
し
、歬
揭
論
文
「
國
家
圖
書
館
藏
『
水
滸
傳
』

殘
卷
に
つ
い
て
」
で
兩
者
の
文
字
づ
か
い
の
違
い
と
刊
行
年
代
と
の
關
わ
り
を
論

じ
た
う
え
で
、
こ
の
本
は
嘉
靖
年
閒
に
刊
行
さ
れ
た
容
與
堂
本
の
歬
身
の
テ
キ
ス

ト
で
、
誤

や
脫
落
が
多
く
拔
群
に
優
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
は
言
え
な
い
が
、「
水

滸
傳
」
の
古
い
姿
を
う
か
が
う
㊮
料
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は

「『
水
滸
傳
』
は
何
時
ご
ろ
で
き
た
の
か
？
」（『
水
滸
傳
の
衝
擊 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

言
語

觸
と
文
化
受
容
（
ア
ジ
ア
遊
學
１
３
１
）』
勉
誠
出
版
、
所
收
）
で
、
容
與
堂
本

の
文

の
成
立
時
朞
は
嘉
靖
以
歬
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
可
能
性
を
示
さ
れ
て
い

る
。馬

氏
は
「
嘉
靖
殘
本
『
水
滸
傳
』
非
郭
武
定

本
辨
」（『
朙
代
小
說
面
面

 

朙

代
小
說
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』學
林
出
版
社
、二
〇
〇
二
年
。
後
に
二
〇
〇
三
年
付「
後

記
」
を
附
し
、『
水
滸
二
論
』
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
に
再
錄
）

に
お
い
て
、
こ
の
本
は
文
字
づ
か
い
や
校
正
の
杜
撰
さ
か
ら
見
て
到
底
善
本
と
呼

ぶ
に
値
し
な
い
「
垃
圾
本
」
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
本
を
嘉
靖
年
閒
の
善
本
で
あ

る
郭
武
定
本
と
同
一
視
す
る
見
方
を
批

し
て
い
る
。
容
與
堂
本
と
の
關
係
に
つ

い
て
は
、（
1
）
こ
の
殘
本
を
後
出
の
容
與
堂
本
が
修
正
し
た
可
能
性
、（
2
）
兩

れ
て
發
見
さ
れ
た
と
の
證
言（
（（
（

も
こ
の
推
測
を
後
押
し
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
卷

の
最
後
で
あ
る
は
ず
の
第
五
十
五
回
最
終
葉
に
は
單
に
「
第
五
十
五
回
終
」
と
あ

る
の
み
で
、
卷
末
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
容
與
堂
本
と

卷
數
の
み
が

な
り
、
回
目
、
回
數
、
回
の
分
け
方
、
內
容
は
一
致
し
て
い
る
。

高
島
俊
男
『
水
滸
傳
の
世
界
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
）「
十
三　

一
番
い

い
テ
キ
ス
ト
」
に
よ
れ
ば
容
與
堂

本
は
現
在
六

現
存
し
て
い
る
。
上
海
圖
書

館
に
も
高
島
氏
の
言
及
し
て
い
な
い
殘
本
が
あ
り
、
こ
れ
も
加
え
れ
ば
七

と
な

る
。
そ
の
う
ち
全
卷
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
國
家
圖
書
館
藏
本
、
國
立
公
文
書
館
內

閣
文
庫
藏
本
、天
理
圖
書
館
藏
本
の
三

で
あ
る
。
こ
の
三

は
版
式
が
同
じ
で
、

文
字
も
少
量
の

同
が
あ
る
の
み
だ
が
、
批
評
の
㊒
無
や
內
容
の
違
い
、
白
魚
尾

と
黑
魚
尾
の
違
い
な
ど
が
見
ら
れ
る
狀
況
か
ら
し
て
互
い
に

版
の
よ
う
で
あ

る
。
な
か
で
も
天
理
本
は
回
の
冐
頭
お
よ
び
末
尾
が
「
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水

滸
傳
」
と
な
っ
て
い
る
回
と
「
諸
名
家
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
」
の
回
と
が
混
在

し
て
い
る
。
高
島
氏
は
國
家
圖
書
館
本
（
同
氏
は
「
北
京
B
本
」
と
呼
稱
）
が
も
っ

と
も
筋
が
よ
く
、容
與
堂
原

に
近
い
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。大
內
田
三
郞「『
水

滸
傳
』
版
本
考―

容
與
堂
本
に
つ
い
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
№
79　

昭
和
五
十
七
年
）
は
、

國
家
圖
書
館
本
（
同
氏
は
「
北
京
本
」
と
呼
稱
）
は
內
閣
文
庫
本
よ
り
原

に
近
く
、

國
家
圖
書
館
本
と
天
理
本
は
極
め
て
近
い
關
係
に
あ
る
が
天
理
本
が
よ
り
原

に

近
い
と
推
測
す
る
。
兩
者
の

同
箇
所
を
見
る
と
、
國
家
圖
書
館
本
の
ほ
う
が
本

來
の
文
字
と
思
わ
れ
る

分
も
、天
理
本
の
ほ
う
が
そ
う
思
わ
れ
る

分
も
あ
る
。

刷
り
の
狀
態
は
國
家
圖
書
館
本
の
ほ
う
が
よ
く
、
天
理
本
は
版
木
の
磨
滅
、
本
の

原
所
㊒
者
に
よ
る
修
正
、
書
き
換
え
な
ど
が
目
立
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
版
木
の
最
初

の
狀
態
に
お
い
て
ど
ち
ら
が
原

に
近
か
っ
た
の
か
は

斷
し
が
た
い
が
、
版
木

が
作
ら
れ
て
か
ら
數
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
し
き
天
理
本
の
ほ
う
が
、
そ
の

閒
に
よ
り
多
く
の
破
損
、
補
修
、
變
更
を
經
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
か



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
二
〇

2
嘉
：
朱
仝
到
黑
旋
風
那
廝
如
何
却
敢
入
貴
莊

容
：
朱
仝
衟
黑
旋
風
那
廝
如
何
却
敢
入
貴
莊
（
第
五
十
一
回
）

3
嘉
：
㊒
事
出
班

奏
無
事
捲
簾
退
班

容
：
㊒
事
出
班

奏
無
事
捲
簾
退
朝
（
第
五
十
四
回
）

4
嘉
：
他
莊
上
果
㊒
人
來
投
我
時
定
獻
來
奉
獻
將
軍
麾
下

容
：
他
莊
上
果
㊒
人
來
投
我
時
定
縛
來
奉
獻
將
軍
麾
下
（
第
五
十
回
）　

5
嘉
：
便
重
兄
弟
孫
新
與
舅
舅
樂
和
先

持
車
兒
歬
行
着

容
：
便

兄
弟
孫
新
與
舅
舅
樂
和
先

持
車
児
歬
行
着
（
第
四
十
九
回
）

こ
こ
に
屬
す
る
例
が
も
っ
と
も
多
い
。
1
は
字
形
の
類
似
か
ら
の
誤
り
。
2
は

字
♫
の
類
似
に
よ
る
誤
り
。
3
は
直
歬
に
現
れ
た
文
字
を
も
う
一
度
書
い
て
し
ま

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
4
は「
獻
來
」で
も
文
意
は
通
じ
る
が
、直
後
に「
奉
獻
」

と
あ
り
意
味
が
重
複
す
る
た
め
、「
縛
っ
て
獻
ず
る
」
容
與
堂
本
の
ほ
う
が
よ
い
。

嘉
靖
本
は
直
後
に
現
れ
る
「
獻
」
を
先
走
っ
て
書
い
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
5
の
よ
う
に
理
由
の
推
測
し
が
た
い
誤
り
も
あ
る
。
1
や
4
の
よ
う
な
「
寫

し
閒
違
い
」
と
見
ら
れ
る
誤
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
靖
本
の
文

は
こ
こ
で
新

た
に
書
か
れ
た
り
、
以
歬
の
版
本
の
文

に
意
を
も
っ
て
手
を
加
え
て
書
き
直
す

こ
と
で
作
ら
れ
た
り
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
以
歬
の
版
本
を
單
純
に
書
き
寫
し
て

作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
Ⅱ
）

6
嘉
：
自
己
磨
拳
擦
掌
假
氣
問
從
人

容
：
自
己
磨
拳
擦
掌
價
氣
問
從
人
（
第
五
十
二
回
）

7
嘉
：
欒
廷
玉
帶
了
鐵
鎗
上
馬
挺
鎗
殺
將
出

容
：
欒
廷
玉
帶
了
鉄
鎚
上
馬
挺
鎗
殺
將
出
（
第
四
十
八
回
）

8
嘉
：
容
易
入
得
來　

却
是
出
不
去

容
：
容
得
入
得
來　

只
是
出
不
去
（
第
四
十
七
回
）

者
は
同
じ
來
源
を
持
ち
、
校
訂
が
よ
り
杜
撰
だ
っ
た
の
が
こ
の
殘
本
で
あ
る
可
能

性
を
示
し
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
と
述
べ
て
い
る
（
た
だ
し
朙
確
な
根
據
は
示
し

て
い
な
い
）。
さ
ら
に
「
後
記
」
で
は
、
こ
の
殘
本
の
刊
行
年
代
は
、
嘉
靖
は
お
ろ

か
萬
曆
中
朞
ま
で
降
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
兩
氏
の
成

果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
兩
氏
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
嘉
靖
本
と
容

與
堂
本
の
「
水
滸
傳
」
版
本
系

上
の
位
置
關
係
、
嘉
靖
年
閒
か
ら
萬
曆
年
閒
ま

で
の
「
水
滸
傳
」
の

子
を
推
測
す
る
手
が
か
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

四

本
節
で
は
ま
ず
、
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
の

同
箇
所
を
分
類
し
た
も
の
の
一

を
例
示
し
、
そ
れ
ら
の

同
が
生
じ
た
原
因
を
考
え
て
い
く
。
分
類
は
次
の
よ
う

に
行
っ
た
。

「
A
．
文
字
の
入
れ
替
わ
り
」
文
字
數
は
變
わ
ら
ず
、
現
れ
る
文
字
が

な
っ

て
い
る
も
の
。

體
字
も
こ
こ
に
分
類
で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
佐
藤
氏
が

す
で
に
詳
細
に
硏
究
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
意
味
の
違
い
の
生
じ
る

文
字
の

同
を
主
要
な
對
象
と
す
る
。「
B
．
脫
落
、
增
加
」
兩
者
で
同
じ
箇
所

の
文
字
數
が

な
っ
て
い
る
も
の
。
こ
の
大
分
類
二
種
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
さ
ら
に

「（
Ⅰ
）
容
與
堂
本
が
正
し
く
嘉
靖
本
が
誤
っ
て
い
る
」、「（
Ⅱ
）
嘉
靖
本
が
正
し

く
容
與
堂
本
が
誤
っ
て
い
る
」、「（
Ⅲ
）
兩
者
と
も
文
意
は
通
じ
る
」、「（
Ⅳ
）
兩

者
と
も
誤
っ
て
い
る
」、
の
四
種
の
小
分
類
を
設
け
た
。

A
．
文
字
の
入
れ
替
わ
り

（
Ⅰ
）

1
嘉
：
你
要
跟
我
作
神
行
法
需
要
只
吃
素
酒
且
向
歬
回
去

容
：
你
要
跟
我
作
神
行
法
需
要
只
吃
素
酒
且
向
歬
面
去
（
第
五
十
三
回
）



〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系

二
二
一

容
：
火
炮
鉄
砲
五
百
餘
架
都
裝
載
上
車
（
第
五
十
五
回
）

15
嘉
：
兩
人
交
了
二
十
餘
合

容
：
兩
個
鬪
到
二
十
餘
合
（
同
）

16
嘉
：
宋
江
見
活
捉
了
那
天
目
將
彭
玘

容
：
宋
江
見
活
捉
拿
得
天
目
將
彭
玘
（
同
）

17
嘉
：
宋
江
收
軍
退
到
山
西
下
寨
屯
了
人
馬

容
：
宋
江
收
軍
退
到
山
西
下
寨
屯
住
軍
馬
（
同
）

18
嘉
：
我
等
若
無
號
船

應
尽
被　

捉
了

容
：
我
等
若
無
號
船

應
盡
被
擒
捉
（
同
）

19
嘉
：
生
擒
的
五
百
餘
人
，
奪
了
戰
馬
三
百
餘
疋

容
：
生
擒
的
五
百
餘
人
，
奪
得
戰
馬
三
百
餘
疋
（
同
）

20
嘉
：
宋
江
衟
但
且
放
心

容
：
宋
江
衟
但
請
放
心
（
同
）

兩
者
と
も
に
文
意
は
通
じ
、嘉
靖
本
に
筆
畫
數
の
少
な
い
文
字
が
現
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
例
は
第
五
十
五
回
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
の
が
特
徵
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）

21
嘉
：
彭
玘
馬
來
得
近
扭
過
身
去
把
套
索

空
一
撒

容
：
彭
玘
馬
來
得
近
紐
過
身
軀
把
套
索

空
一
撒
（
第
五
十
五
回
）

「
身
を
ひ
ね
っ
て
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、
容
與
堂
本
の
「
紐
」
は
字
形
の
類
似

に
よ
る
、
嘉
靖
本
の
「
去
」
は
字
♫
の
類
似
に
よ
る
取
り
違
え
で
あ
ろ
う
。

B
．
脫
落
、
增
加

（
Ⅰ
）

22
嘉
：
一
箇
是

命
三　

石
秀

容
：
一
箇
是
拚
命
三
郞
石
秀
（
第
四
十
八
回
）

23
嘉
：
李
逵
衟
柴
皇　

被
他
打
傷
嘔
氣
死
了
，

來
占
他
房
屋

喝
交
打
柴
大
官

9
嘉
：
耿
直
分
毫
不
肯
苟
取
於
人

容
：
耿
直
分
毫
不
取
苟
取
於
人
（
第
五
十
三
回
）

（
Ⅰ
）
と
同

の
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
6
は
字
♫
に
よ
る
も
の
か
。
7
は
字
形

に
よ
る
誤
り
。
直
後
に
「
挺
鎗
」
と
あ
る
以
上
、
容
與
堂
本
が
誤
っ
て
い
る
と
見

な
す
べ
き
で
あ
る
。
8
と
9
は
直
後
に
現
れ
る
文
字
を
先
に
書
い
て
し
ま
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
容
與
堂
本
も
先
行
す
る
本
の
單
純
な
書
き
寫
し
方
式
で
作
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

（
Ⅲ
）

10
嘉
：
李
逵
獰
悪
無
人

容
：
李
逵
猛
惡
無
人

（
第
五
十
二
回
）

11
嘉
：
扯
住
朱
仝
美
髥
說
衟

容
：
扯
住
朱
仝
長
髥
說
衟
（
第
五
十
一
回
）

12
嘉
：
馬
知
府
笑
衟

容
：
馬
府
尹
笑
衟
（
第
五
十
三
回
）

13
嘉
：
收
拾
了
衟
衣
寶
劍
二
口
幷
冠
巾
如
意
等
物

容
：
收
拾
了
衟
衣
寶
劍
二
口
幷
鉄
冠
如
意
等
物
（
第
五
十
四
回
）

兩
者
と
も
文
脉
上
支

は
な
い
。
た
だ
11
に
つ
い
て
は
、
朱
仝
の
綽
名
が
「
美

髥
公
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
嘉
靖
本
の
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
13
は

衟
士
で
あ
る
公
孫
勝
の
い
で
た
ち
を
描
い
た
も
の
だ
が
、容
與
堂
本
は
本
文
で「
鉄

冠
」
と
し
て
お
き
な
が
ら
、
第
五
十
四
回
の
插
繪
の
公
孫
勝
は
「
鉄
冠
」
を
か
ぶ

っ
て
い
る
と
は
到
底
見
え
ず
、
む
し
ろ
「
冠
巾
」
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
單
純

な
誤
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
插
繪
が
容
與
堂
本
の
文

で
は
な
く
、
先
行
す

る
別
の
本
に
も
と
づ
い
て
描
か
れ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
以
下
の
よ
う
な

同
も
多
く
見
ら
れ
る
。

14
嘉
：
火
炮
鐵
礮
五
百
餘
架
尽
裝
于
車
上



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
二
二

に
氣
づ
か
ず
に
誤
っ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
後
發
の
容
與
堂
本
が
、
本
來
あ
っ
た

文
字
は
い
っ
さ
い
い
じ
ら
ず
に
う
ま
く
數
文
字
を
補
い
正
し
い
文
に
し
た
と
も
考

え
に
く
い
。
で
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。『
三
國
志
演
義
』
版
本
硏

究
に
お
い
て
は
、
中
川
諭
「『
三
國
志
演
義
』
版
本
の
硏
究―

建
陽
刊
「
芲
關
索
」

系
諸
本
の
相
互
關
係―

」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
四
集
、
一
九
九
二
年
）
や
魏

安
『《
三
國
演
義
》
版
本
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
九
六
年
）「
三
、《
三
國
演
義
》

版
本
的
分
類
法
」
な
ど
で
同

の
現
象
が
す
で
に
指

さ
れ
、
版
本
系

の
推
測

の
㊒
力
な
情
報
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
テ
キ
ス
ト
を
書
き
寫
す
際
、
少
し
閒

を
お
い
て
同
じ
文
字
が
二
度
現
れ
る
と
、
實
際
に
は
歬
の
文
字
ま
で
し
か
寫
し
て

い
な
い
の
に
、
後
の
文
字
ま
で
す
で
に
抄
寫
し
終
え
た
も
の
と
見
誤
り
、
閒
の
文

字
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
で
あ
り
、
魏
安
歬
揭
書
は
こ
れ
を
「
串
句
脫

文
」
と
命
名
し
て
い
る
。
內
容
を
理
解
し
な
が
ら
書
く
の
で
は
な
く
、
右
か
ら
左

に
單
純
に
書
き
寫
す
か
ら
こ
そ
犯
し
が
ち
な
誤
り
で
あ
る
。
25
は
ま
さ
に
こ
れ
に

當
し
、「
上
了
」
に
挾
ま
れ
た
文
字
列
が
、
文

の
內
容
と
は
關
係
な
く
拔
け

落
ち
て
い
る
。
こ
の
種
の
誤
り
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

26
嘉
：
左
手
拈
弓
右
手
取
箭　
　
　

拽
滿
弓

容
：
左
手
拈
弓
右
手
取
箭
搭
上
箭
拽
滿
弓
（
第
四
十
七
回
）

27
嘉
：
孫
立
領
了
一
行
人
馬
都
來
到
祝
家
莊　
　
　
　
　

上
牆
裏

見
是
登
州
旗

號
，
報
入
莊
裏
去
。

容
：
孫
立
領
了
一
行
人
馬
都
來
到
祝
家
莊
後
門
歬
。
莊
上
牆
裡

見
是
登
州
旗

號
，
報
入
莊
裏
去
。（
第
五
十
回
）

と
も
に
、
同
じ
文
字
に
挾
ま
れ
た
中
閒

分
が
脫
落
し
て
い
る
。
26
は
、
脫
落

の
あ
る
文
で
も
ほ
ぼ
同

の
意
味
に
讀
む
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
27
で
は
文
意

に
も
相
違
が
生
じ
て
い
る
。
嘉
靖
本
で
は
孫
立
が
祝
家
荘
の
な
か
に
入
っ
た
よ
う

に
も
讀
め
る
が
、
直
後
に
孫
立
が
祝
家
荘
に
入
る
描
寫
が
あ
る
た
め
、
こ
の
時
點

人
。
便
是
活
佛
也
忍
不
得
。　
　
　

柴
大
官
人
自
來
與
山
寨
㊒
恩
。
今
日
他
㊒
危

難
如
何
不
下
山
去
救
他

容
：
李
逵
衟
柴
皇
城
被
他
打
傷
嘔
氣
死
了
，

來
占
他
房
屋

喝
敎
打
柴
大
官

人
。
便
是
活
佛
也
忍
不
得
。
晁
蓋
衟
柴
大
官
人
自
來
與
山
寨
㊒
恩
。
今
日
他
㊒
危

難
如
何
不
下
山
去
救
他
（
第
五
十
二
回
）

24
嘉
：
孫
新
出
來

見
哥
嫂　
　
　
　

下
了
車
兒
同
到
房
裏
看
視
弟
媳
婦
病
證

容
：
孫
新
出
來

見
哥
嫂
且
請
嫂
嫂
下
了
車
兒
同
到
房
裏
看
視
弟
媳
婦
病
症�

（
第
四
十
九
回
）

以
上
三
例
は
嘉
靖
本
が
文
字
を
脫
し
て
い
る
。
石
秀
の
綽
名
は
「

命
三
郞
」

で
あ
る
。「
柴
皇
」
は
嘉
靖
本
で
も
ほ
か
の

分
で
は
「
柴
皇
城
」
と
稱
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
晁
蓋
衟
」
が
な
け
れ
ば
發
話
者
が
代
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
ら
ず
、

物
語
が
理
解
し
に
く
い
。
24
は
佐
藤
氏
が
、
容
與
堂
本
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い

例
と
し
て
す
で
に
指

し
て
い
る
。

25
嘉
：
扶
攙
樂
大
娘
子
上
了　
　
　
　
　
　
　

馬
幫
着
便
行

容
：
扶
攙
樂
大
娘
子
上
了
車
兒
顧
大
嫂
上
了
馬
幫
着
便
行
（
第
四
十
九
回
）

こ
の
例
は
兩
者
の
意
味
が
か
な
り

な
っ
て
い
る
。
嘉
靖
本
で
は
「
樂
大
娘
子

を
支
え
て
馬
に
乘
せ
、
守
り
な
が
ら
進
ん
だ
」
で
あ
る
。
容
與
堂
本
は
「
樂
大
娘

子
を
支
え
て
車
に
乘
せ
、
顧
大
嫂
は
馬
に
乘
り
、
助
け
な
が
ら
進
ん
だ
」
と
な
る
。

第
四
十
九
回
は
豪
杰
た
ち
が
牢
に
入
れ
ら
れ
た
仲
閒
を
救
出
す
る
回
で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
で
樂
大
娘
子
は
唯
一
「
豪
杰
」
で
は
な
い
。
牢
破
り
を
果
た
し
た
の
ち

一
行
は
梁
山
泊
に
投
ず
る
の
だ
が
、
樂
大
娘
子
は
梁
山
泊
百
八
人
の
名
簿
に
入
ら

ぬ
豪
杰
の
家
族
に
す
ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
豪
杰
た
ち
が
颯
爽
と
馬
に
乘
る
な
か
樂
大

娘
子
だ
け
は
車
に
乘
り
、

衞
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
嘉
靖
本
を
ま
と
め
た
人

物
が
、
樂
大
娘
子
が
他
の
豪
杰
た
ち
と
轡
を
竝
べ
て
い
る
姿
を
想
像
し
て
こ
う
書

い
た
と
は
、
歬
後
の
描
寫
と
の
關
係
か
ら
し
て
あ
り
え
な
い
。
假
に
書
寫
す
る
際



〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系

二
二
三

り
落
ち
た
の
で
と
ら
せ
て
ほ
し
い
と
賴
ん
だ
と
こ
ろ
、
虎
は
す
で
に
隱
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
落
ち
て
こ
な
か
っ
た
、
い
い
が
か
り
を
つ
け
る
な
と
言

わ
れ
た
こ
と
に
對
す
る
發
言
。「
俺
の
虎
を
だ
ま
し
と
り
や
が
っ
て
、
お
ま
え
と

役
所
に
出
て
決
着
を
つ
け
て
や
ろ
う
」
で
あ
る
。
容
與
堂
本
で
は
「
お
ま
え
の
役

所
と
ケ
リ
を
つ
け
て
や
る
」
と
な
り
、
不
十
分
で
あ
る
。
祖
本
の
文
字
を
書
き
も

ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
體
的
に
は
容
與
堂
本
の
ほ
う
が
嘉
靖
本
よ
り
祖
本
の
文

に
近
い
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
た
め
容
與
堂
本
も
時
に

祖
本
に
忠
實
で
な
い

分
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
Ⅲ
）

30
嘉
：
先
生
和
李
逵
大
路
上
行
着
却
得
再
來
相

容
：
先
生
和
李
逵
大
路
上
來　
却
得
再
來
相

（
第
五
十
四
回
）

31
嘉
：
只
見　
　

人
𤇆
輳
集

容
：
只
見
街
市
人
烟
輳
集
（
第
五
十
四
回
）

32
嘉
：
李
逵
看
那
一
把
鉄
鎚　

約
㊒
三
十
來
斤

容
：
李
逵
看
那　
　

鉄
鎚
時
約
㊒
三
十
來
斤
（
第
五
十
四
回
）

33
嘉
：
只
得
寫
表　
　

申
奏
朝
廷

容
：
只
得
寫
表
差
人
申
奏
朝
廷
（
第
五
十
四
回
）

34
嘉
：
分
撥
衆
頭
領
下
了
七
八
箇
小
寨　

圍
遶
大
寨

容
：
分
撥
衆
頭
領
下
了
七
八
箇　

寨
柵
圍
遶
大
寨
（
第
五
十
二
回
）

35
嘉
：
顧
大
嫂
開
張
酒
店
家　

殺
牛
羊
開
賭

容
：
顧
大
嫂
開
張
酒
店
家
裡

殺
牛　

開
賭
（
第
四
十
九
回
）

36
嘉
：
山
背
後　
　

一
彪
人
馬

出
，　
　

擁
出
病
尉
遲
孫
立
攔
住
去
路

容
：
山
背
後

出
一
彪
人
馬　
　

，
當
先
擁
出
病
尉
遲
孫
立
攔
住
去
路
（
第
五

十
四
回
）

37
嘉
：
衙
門
人
來
報　

呼
延
灼
收
捕
梁
山
泊
得
勝

で
は
ま
だ
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
朙
確
な
容
與
堂
本
の
ほ
う
が
よ
い
。
24
も
ふ
た

つ
の
「
嫂
」
に
挾
ま
れ
た

分
が
拔
け
落
ち
て
お
り
、
こ
の
種
の
誤
り
の
結
果
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
現
象
か
ら

斷
す
る
と
、
嘉
靖
本
以
歬
に
容
與
堂
本
と

同
じ
文

が
す
で
に
あ
り
、
こ
れ
を
抄
寫
す
る
際
に
誤
っ
て
で
き
た
の
が
嘉
靖
本

の
こ
れ
ら
の
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
嘉
靖
本
は
嘉
靖
年
閒
あ
る
い
は
そ

れ
か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
い
時
朞
に
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
歬
提
に
立
て
ば
、
底
本
が

容
與
堂
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

以
上
の
狀
況
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
容
與
堂
本
、
嘉
靖
本
は
と
も
に
、
先
行
す

る
版
本
に
意
圖
的
な
變
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
單
純
に
書
き
寫
す
方
式
で
作
ら

れ
た
も
の
と

斷
で
き
る
。
そ
し
て
24
か
ら
27
に
あ
た
る

分
は
、
も
と
の
本
は

容
與
堂
本
と
同
じ
文
字
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
逆
に
、
嘉
靖
本
に
あ
る
文
字

を
容
與
堂
本
が
こ
の
種
の
原
因
で
脫
し
て
い
る
例
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
容

與
堂
本
の
ほ
う
が
校
正
は
や
や
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
嘉
靖
本
と
容
與

堂
本
は
同
一
の
文

に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
兄
弟
關
係
、
從
兄
弟
關
係
に
あ
る

と
言
え
よ
う
。
こ
の
、兩
者
の
も
と
と
な
っ
た
文

を
も
つ
版
本
を
假
に
「
祖
本
」

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
こ
の
假
定
に
も
と
づ
け
ば
、
容
與
堂
本
に
お
い
て
13
の
文

と
插
繪
が
一
致
し
な
い
理
由
も
、
祖
本
に
は
「
冠
巾
」
と
あ
っ
た
ゆ
え
說
朙
で
き

る
。
以
下
は
こ
の
假
定
の
も
と
、
引
き
續
き

同
箇
所
を
見
て
い
き
た
い
。　

（
Ⅱ
）

28
嘉
：
只
見
屛
風
背
後
轉
出
一
人
來

容
：
只
見
屛
風
背　

轉
出
一
人
來
（
第
五
十
一
回
）

29
嘉
：
你
賴
我
大
蟲
、
和
你
官
司
裏
去
理
會

容
：
你
賴
我
大
虫
、
和
你
官
司　
　

理
會
（
第
四
十
九
回
）

容
與
堂
本
が
必
要
な
文
字
を
脫
し
て
い
る
例
。
29
は
、
解
珍
、
解
寶
と
い
う
獵

師
の
兄
弟
が
、
山
の
上
で
射
止
め
た
虎
が
そ
の
地
の

勢
家
毛
太
公
の
庭
に
轉
が



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
二
四

爲
」
か
ら
「
千
里
」
が
同
じ
十
一
文
字
と
な
っ
て
い
る
點
を
ふ
ま
え
る
と
、
祖
本

の
時
點
で
す
で
に
意
味
の
不
完
全
な
十
一
文
字
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。

以
上
、
全
體
の

同
の
分
量
か
ら
見
れ
ば
ご
く
一

で
は
あ
る
が
、
兩
者
の
關

係
を
考
え
る
鍵
に
な
り
そ
う
な
箇
所
を
擧
げ
、
考
察
を
行
っ
て
き
た
。

同
の
傾

向
を
見
る
と
、
Ａ
に
屬
す
る

同
は
、
そ
の
半
數
以
上
が
（
Ⅰ
）
嘉
靖
本
の
文
字

が
誤
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
Ｂ
で
は
、（
Ⅲ
）
兩
者
と
も
に
文
意
が
通
じ
る
例
が

半
數
超
を
占
め
、
も
っ
と
も
多
い
が
、
そ
の
次
に
多
い
の
は
や
は
り
（
Ⅰ
）
で
、

四
割
弱
を
占
め
る
。
兩
者
は
共
通
の
祖
本
に
も
と
づ
き
別
々
に
作
成
さ
れ
た
と
見

ら
れ
る
が
、
馬
氏
や
佐
藤
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
槪
し
て
嘉
靖
本
の
ほ
う
が
校

正
は
杜
撰
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
ほ
か
に
氣
づ
く
こ
と
と
し
て
、

體
字
の
多
さ
が
あ
る
。
佐
藤
氏
が
筆
寫

年
代
の
推
定
に
用
い
た
「
里
裏
」「
箇
個
」「
敎

交
」
以
外
に
も
「
亂
乱
」、「
備

」、「
擔
担
」、「
隨
随
」、「
聽
聴
听
」、「
將
将
」、「
蓋
盖
」、「
雲
云
」、「
淨
浄
」、「
鬍

胡
」、「
莊
庄
」、「
懼
惧
」、「
饑
飢
」
な
ど
が
あ
り
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
お
お

む
ね
嘉
靖
本
が
畫
數
の
少
な
い
方
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、「
熟
皮
馬
甲
五
千

付
（
容
與
堂
本
『
副
』）」（
第
五
十
五
回
）「
他
便
知
本
處
地
里
（
容
與
堂
本
『
理
』）
虛
實
」

（
第
四
十
八
回
）
の
よ
う
に
、「
發
♫
が
同
じ
あ
る
い
は
類
似
し
た
文
字
の

同
で
、

容
與
堂
本
は
正
確
で
嘉
靖
本
は
誤
り
」
と
い
う
例
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
こ
れ

ら
は
現
代
の
我
々
か
ら
、
あ
る
い
は
嚴
密
な
漢
語
・
漢
字
の
定
義
か
ら

斷
し
て

誤
り
と
言
え
る
だ
け
で
、
當
時
の
人
々
に
は
誤
り
と
い
う
認

は
な
く
、

體
字

に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
も
あ
ろ
う
。
そ
の

目
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
う
か

が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
嘉
靖
本
は
全
體
的
に
、
似
た
發
♫
で
あ
る
な
ら

ば
畫
數
の
少
な
い
字
を
採
用
す
る
と
い
う
傾
向
に
あ
る
と
は
言
え
る
。
寫
字
工
や

工
が
負
擔
を
輕
く
し
よ
う
と
し
た
も
の
か
、
印
刷
技
術
の
問
題
で
細
か
い
文
字

容
：
衙
門
人　

報
衟
呼
延
灼
收
捕
梁
山
泊
得
勝
（
第
五
十
五
回
）

38
嘉
：
水
底
下　

鑽
將
起

容
：
水
底
下
早
鑽　

起
（
第
五
十
五
回
）

相
互
に
相
手
の
㊒
し
な
い
文
字
を
持
っ
て
い
る
例
。
33
、
35
の
よ
う
に
、
あ
っ

た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
字
を
脫
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
誤
り
と
ま
で
は
言
え

ず
、
祖
本
の
文
字
を
落
と
し
た
の
か
、
祖
本
に
な
か
っ
た
も
の
を
補
っ
た
の
か
の

別
も
し
難
い
。
36
は
こ
こ
に
分
類
し
た
が
、容
與
堂
本
の
ほ
う
が
朙
瞭
で
あ
る
。

祖
本
は
容
與
堂
本
の
ご
と
く
で
あ
り
、
嘉
靖
本
は
「
山
背
後
」
の
あ
と
「

出
」

を
飛
ば
し
て
「
一
彪
人
馬
」
を
寫
し
て
し
ま
い
、後
で
そ
れ
に
氣
づ
い
て
「

出
」

を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
戰
鬪
中
、
山
の
向
こ
う
か
ら
新
た
に

隊
が
飛
び
出
し

て
き
た
場
面
で
あ
る
か
ら
、
存
現
文
を
用
い
た
容
與
堂
本
の
ほ
う
が
場
面
に
ふ
さ

わ
し
い
し
、
嘉
靖
本
は
「

出
擁
出
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
リ
ズ
ム
も
よ
く
な
い
。

（
Ⅳ
）

39
嘉
：
那
馬
渾
身
墨
定　
　

四

☃
練
價
白
因
此
名
爲

☃
烏
，
那
馬
日
行
千
里

容
：
那
馬
渾
身
墨
錠
似
黑
四

☃
練
價
白
因
此
名
爲
踢
☃
烏
騅
，
馬
日
行
千
里

（
第
五
十
四
回
）

官
軍
の
將
軍
・
呼
延
灼
に
下
賜
さ
れ
た
馬
に
つ
い
て
の
描
寫
。
嘉
靖
本
の
「

☃
烏
」
も
、
容
與
堂
本
の
「
踢
☃
烏
騅
」
も
、
全
身
が
黑
く
足
先
だ
け
が
白
い
さ

ま
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
が
、
項
羽
の
愛
馬
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
だ
か
ら
容
與

堂
本
の
ほ
う
が
㊜
切
で
あ
る
（
も
っ
と
も
嘉
靖
本
は
こ
の
後
も
「
烏
馬
」
と
表
記
し
つ

づ
け
て
い
る
か
ら
、
意
圖
的
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
し
て
も
少

な
く
と
も
「
馬
」
字
は
不
足
し
て
い
る
）。
し
か
し
、そ
の
後
は
「
那
」
を
用
い
て
「
そ

の
馬
は
一
日
に
千
里
を
ゆ
く
」
と
し
て
い
る
嘉
靖
本
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。

兩
者
を
合
わ
せ
て「
名
爲
踢
☃
烏
騅
，那
馬
日
行
千
里
」で
あ
れ
ば
十
全
で
あ
る
が
、

祖
本
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
雙
方
と
も
に
一
文
字
足
り
ず
、
結
果
と
し
て
「
名



〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系

二
二
五

の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
俗
字
・
體
字
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、

嘉
靖
本
は
祖
本
を
忠
實
に
引
き
繼
い
だ
だ
け
で
あ
り
、一
槪
に
「
嘉
靖
本
は
杜
撰
」

と
い
う
言
い
か
た
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

か
。

五

歬
節
で
は
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
と
を
直

比
較
し
、
そ
の
關
係
を
考
え
た
。
本

節
で
は
『
京
本
增
補
校
正
全
像
水
滸
志
傳
評
林
』（
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
說

集
成
』
第
三
輯
所
收
）
を
用
い
て
閒

的
に
兩
者
を
比
べ
て
み
る
。
こ
の
本
は
萬
曆

二
十
二
年
に
出
版
さ
れ
た
、
每
半
葉
上
圖
下
文
の
文
簡
本
で
あ
る
。
文
簡
本
は
容

與
堂
本
と
ほ
ぼ
同
じ
文

を
㊒
す
る
文
繁
本
を
節
略
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、『
志
傳
評
林
』
よ
り
早
く
刊
行
さ
れ
た
容
與
堂
本
は
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、『
志
傳
評
林
』
よ
り
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
か

つ
容
與
堂
本
と
朙
ら
か
な
親
戚
關
係
に
あ
る
嘉
靖
本
を
比
較
作
業
に
加
え
た
い
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、比
較
に
必
要
な
文
字
が
存
在
し
な
い
箇
所
も
多
數
あ
る
た
め
、

利
用
で
き
る
箇
所
は
お
の
ず
と
限
ら
れ
る
。
ま
た
、『
志
傳
評
林
』
は
文
繁
本
か

ら
直

作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
歬
の
文
簡
本
に
も
と
づ
い
て
さ
ら
に
文

を
削
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り（
（（
（

、
文
簡
本
閒
で
の
繼
承
の
際
に
も
文
字
の

同
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
發
♫
が
同
じ
あ
る
い
は
類
似

し
た
文
字
、
お
よ
び
形
狀
の
類
似
し
た
文
字
の
入
れ
替
わ
り
は
そ
の
際
に
も
起
こ

り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
、
も
と
の
テ
キ
ス
ト
の
影
响
を
測
り
に
く
い
た
め
、
さ
ほ

ど
重
視
は
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
祖
本
推
定
の
㊒
力
な
根
據
と
な
っ
た
25
〜
27
に

當
す
る
箇
所
か
ら
確

認
す
る
。

25
嘉
：
扶
攙
樂
大
娘
子
上
了　
　
　
　
　
　
　

馬
幫
着
便
行

を
避
け
た
も
の
か
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
嘉
靖
本
の
特
色
な
の
か
、
祖
本
が
そ

う
で
あ
っ
た
の
を
受
け
つ
い
だ
の
か
も
不
朙
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
な
か
に

は
「
飜
」
の
意
の
「
番
」、「
猶
」
の
意
の
「
由
」
な
ど
、
金
元
朙
朞
の
口
語
的
テ

キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
通
假
字
も
含
ま
れ
る
。
嘉
靖
本
第
五
十
三
回
に
「
倒
海
番
江

（
容
與
堂
本
「
飜
江
」）」
と
あ
る
の
は
、
成
化
說
唱
詞
話
『
新
刊
全
相
唐
薛
仁
貴
跨

海
征
遼
故
事（
（（
（

』
に
見
え
る
「
旌
旗
風
擺
番
波
浪
」
な
ど
と
同
じ
く
波
が
逆
卷
く
意

で
あ
る
。
嘉
靖
本
の
「
你
這
廝
口
邉

而
腥
未
退
頭
上
胎
髮
由
存
（
容
與
堂
本
「
猶

存
」）」（
第
四
十
七
回
）
は
、『
董
解
元
西
廂
記
諸
宮
調
』
卷
四
の
歌
（
宮
調
「
中
呂
調
」、

曲
牌
「
鶻
打
兔
」）
に
「
俺
哥
哥
由
未
表
」
と
あ
る
の
を
『「
董
解
元
西
廂
記
諸
宮

調
」
の
硏
究
』（
赤
松
紀
彥
・
井
上
泰
山
・
金
文
京
・
小
松
謙
・
高
橋
繁
樹
・
高
橋
文
治
、

汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
が
「
由
同
猶
」
と
㊟
釋
し
て
い
る
の
と
同

の
用
法
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
筆
畫
數
の
省
略
と
い
う
よ
り
も
、
先
行
す
る
語
り
物
テ
キ
ス
ト
風

の
文
字
を
嘉
靖
本
が
引
き
繼
い
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
祖
本

は
朙
初
以
歬
の
語
り
物
テ
キ
ス
ト
の
文
字
づ
か
い
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
容
與
堂
本
に
三
度
現
れ
る
「

派
」
が
、
嘉
靖
本
で
は

42
を
含
め
一
律
「
的
派
」
と
な
っ
て
い
る
の
も
同

の
例
で
あ
ろ
う
。
馬
氏
歬
揭

論
文
「
後
記
」
は
、
萬
曆
年
閒
の
文
簡
本
も
「
的
派
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
嘉

靖
本
に
萬
曆
年
閒
の
刊
行
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
根
據
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。

し
か
し
『
歬
漢
書
平
話
續
集
』
卷
中
（
第
八
葉
裏
第
十
七
行
至
十
八
行
）「

肥
曰
吾

与
惠
帝
是
太
后
的
子
。
今
惠
帝
年
幼
稚
主
国
事
。
惠
帝
詔
我
别
无
它
意
（
劉
肥
が

言
っ
た
。
私
と
恵
帝
は
太
后
の
血
を
ひ
い
て
い
る
。
今
惠
帝
は
お
さ
な
く
し
て
國
事
を
つ

か
さ
ど
っ
て
い
る
。
惠
帝
が
私
を
呼
ぶ
の
に
そ
れ
以
外
の
思
惑
は
な
か
ろ
う
）」
の
よ
う
に
、

元
代
に
も
「

」と
「
的
」
の
通
用
は
見
ら
れ
る
。
馬
氏
の
指

は
刊
行
年
代
を

萬
曆
年
閒
ま
で
引
き
下
げ
る
㊒
力
な
證
據
と
は
言
え
ま
い
。「
的
派
」
も
や
は
り
、

嘉
靖
本
と
文
簡
本
が
、
祖
本
の
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
ま
ま
引
き
繼
い
だ
結
果
な



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
二
六

容
：
蒼
然
古
貌

評
：
蒼
顔
古
貌

45
嘉
：
喜
動
天
顏
就
賜

☃
烏
馬
一
疋
（
第
五
十
四
回
）

容
：
喜
動
天
顏
就
賜
踢
☃
烏
騅
一
疋

評
：
喜
動
天
顔
就
賜　

☃
鳥
馬
一
疋

次
に
容
與
堂
本
の
み
に
あ
る
文
字
を
㊒
す
る
例
。
全
體
的
に
は
こ
の
例
の
ほ
う

が
多
い
。

46
嘉
：
原
來　

東
海
邉
㊒
箇
州
郡
喚
做
登
州　
　

城
外
㊒
一
座
山（
第
四
十
九
回
）

容
：
原
來
山
東
海
邉
㊒
個
州
郡
喚
做
登
州
登
州
城
外
㊒
一
座
山

評
：　
　

山
東
海
邉
㊒
個　
　
　
　

登
州　
　

城
外
㊒　

座
山

47
嘉
：
丹
書
鉄
劵

門
庭
（
第
五
十
一
回
）

容
：
丹
書
鉄
劵

家
門

評
：
丹
書
鉄
劵

家
門

48
嘉
：
小
可
姓
戴
名
宗
從
山
東
來　
（
第
五
十
三
回
）

容
：
小
可
姓
戴
名
宗
從
山
東
到
此

評
：　
　

姓
戴
名
宗
從
山
東
到
此

49
嘉
：
李
逵

過
爪
鎚
如
弄
彈
子
一
般
使
了
一
回
（
第
五
十
四
回
）

容
：
李
逵

過
爪
鎚
如
弄
彈
丸
一
般
使
了
一
回

評
：
李
逵

過
瓜
鎚
如
弄

丸
一
般
使
了
一

50
嘉
：
高
太
尉
听
了
大
喜
衟　

是
韓
彭
二
員
將
爲
先
鋒
何
愁
狂
寇
哉（
第
五
十
五
回
）

容
：
高
太
尉
聽
了
大
喜
衟
若
是
韓
彭
二　

將
爲
先
鋒
何
愁
狂
寇
哉

評
：
高
太
尉
听
了
大
喜　

若
是
韓
彭
二　

将
爲
先
鋒
何
愁
强
寇

51
嘉
：
差
人
星
夜
徃
陳
州
頴
州
（
第
五
十
五
回
）

容
：
差
人
星
夜
徃
陳
頴
二
州

評
：
差
人
星
夜
徃
陳
頴
二
州

容
：
扶
攙
樂
大
娘
子
上
了
車
兒
顧
大
嫂
上
了
馬
幫
着
便
行

評
：
扶
挽
樂
大
娘
子
上　

車　
顧
大
嫂
上　
馬　
　

便
行

27
嘉
：
孫
立
領
了
一
行
人
馬
都
來
到
祝
家
莊　
　
　
　
　

上
牆
裏

見
是
登
州
旗

號
，
報
入
莊
裏
去

容
：
孫
立
領
了
一
行
人
馬
都
來
到
祝
家
莊
後
門
歬
。
莊
上
牆
裡

見
是
登
州
旗

號
，
報
入
莊
裏
去

評
：　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

到
祝
家

後
門　
。

上　
　

見
是
登
州
旗

號
，
報
入

去
了

い
ず
れ
も
嘉
靖
本
に
な
く
容
與
堂
本
に
あ
る
文
字
が
使
わ
れ
て
い
て
、
文
意
も

容
與
堂
本
に
近
い
（
26
は
削
ら
れ
た
量
が
多
く
、

斷
で
き
な
い
た
め
除
外
し
た
）。
節

略
歬
の
原
文
は
容
與
堂
本
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

つ
づ
い
て
、
嘉
靖
本
の
み
と
一
致
し
て
い
る
箇
所
を
擧
げ
る
。

40
嘉
：
不
想
遇
得
賢
弟
（
第
四
十
七
回
）

容
：
不
想
遇
見
賢
弟

評
：
不
想
遇
得
賢
弟

41
嘉
：
蔚
遲
是
孫
立
（
第
四
十
九
回
）

容
：
病
尉
遲
孫
立

評
：
尉
遅
是
孫
立

42
嘉
：
柴
世
宗
的
派
子
孫
（
第
五
十
二
回
）

容
：
柴
世
宗

派
子
孫

評
：
柴
世
宗
的
派
子
孫

43
嘉
：
分
撥
衆
頭
領
下
了
七
八
箇
小
寨　
圍
遶
大
寨
（
第
五
十
二
回
）

容
：
分
撥
衆
頭
領
下
了
七
八
箇　

寨
柵
圍
遶
大
寨

評
：
分　

衆
頭
領
下
了
七
八
個
小
寨

44
嘉
：
蒼
顏
古
貌
（
第
五
十
三
回
）



〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系

二
二
七

容
：
兩
個
鬪
到
十
合
之
上

評
：
兩
個
闘
到
十
合
之
上

53
嘉
：
這
箇
潑
女
人
在
我
手
里

了
許
多
合
到
恁
地
了
得
（
同
）

容
：
這
個
潑
婦
人
在
我
手
裡
鬪
了
許
多
合
倒
恁
地
了
得

評
：
這
個
潑
婦
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

到
㊒
手

54
嘉
：
二
路
伏
兵
分
於
左
右
（
同
）

容
：
兩
路
伏
兵
分
於
左
右

評
：
両
路
伏
兵
分

左
右

55
嘉
：
宋
江
見
了
大

急
令
衆
人
把
弓
箭
施
放
（
同
）

容
：
宋
江
看
了
大

急
令
衆
軍
把
弓
箭
施
放

評
：
宋
江　
　

大

急
令
衆
軍
把
弓
箭
拖
牧

56
嘉
：
呼
延
灼
大
得
全
勝
回
至
本
寨
（
同
）

容
：
呼
延
灼
大

全
勝
回
到
本
寨

評
：　

延
灼
大

全
勝

到
本
寨

『
志
傳
評
林
』
が
祖
本
の
文
字
を
正
確
に
傳
え
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
が
、
容

與
堂
本
と
の
一
致
率
が
高
い
こ
と
は
㊟
目
し
て
よ
い
。
容
與
堂
本
と
比
べ
て
筆
畫

數
の
少
な
い
文
字
が
嘉
靖
本
に
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
祖
本
は
容
與
堂
本

の
ご
と
く
で
あ
り
、
嘉
靖
本
が
獨
自
に
筆
畫
數
を
減
ら
す
努
力
を
し
た
場
合
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。

文
字
の
一
致
箇
所
以
外
に
文
簡
本
と
祖
本
と
の
關
係
を
想
像
し
得
る
も
の
と
し

て
卷
數
が
あ
る
。
現
存
す
る
早
朞
の
文
簡
本
、
す
な
わ
ち
二
種
の
插
增
本
、『
志

傳
評
林
』
の
卷
數
、
回
數
に
つ
い
て
は
丸
山
浩
朙
「
水
滸
傳
簡
本
淺
探
」（『
日
本

中
國
學
會
報
』
第
四
十
集
、
一
九
八
八
年
）
に
對
照
表
が
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
依
據
し
な
が
ら
容
與
堂
本
と
文
簡
本
の
卷
數
、
回
數
の
對
應
を
確
認
し
て

い
こ
う
。
い
っ
た
い
文
簡
本
は
回
數
表
示
に
無
頓
着
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
插
增
本

文
簡
本
が
、
嘉
靖
本
に
近
い
文
字
を
持
つ
本
と
容
與
堂
本
に
近
い
本
の
二
種
の

文
繁
本
を
利
用
し
、
雙
方
の
影
响
を
受
け
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
よ
う
な
手

閒
の
か
か
る
こ
と
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
正
確
と
思
わ
れ
る
文
字
を
採
用
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
基
準
が
あ
る
と
は
見
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
は
嘉
靖

本
、
容
與
堂
本
の
中
閒
的
な
文
字
を
持
つ
本
（
と
言
っ
て
も
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
容

與
堂
本
に
近
い
。
た
と
え
ば
第
四
十
九
回
に
半
葉
の
う
ち
で
嘉
靖
本
「
投

入
火
」「
一
箇

夥
家
」、
容
與
堂
本
「
投

入
夥
」「
一
個
火
家
」
と
、
同
じ
文
字
を
入
れ
替
わ
り
に
使
用

し
て
い
る

分
が
あ
る
が
、『
志
傳
評
林
』
は
「
入
夥
」「
火
家
」
と
容
與
堂
本
と
一
致
す
る
）

が
あ
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
文
簡
本
が
作
ら
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
わ
か
り
や

す
い
。
す
な
わ
ち
歬
節
で
想
定
し
た
「
祖
本
」
の
存
在
が
こ
こ
で
も
想
定
で
き
る

の
で
あ
る
。

次
に
、
14
か
ら
20
に

當
す
る
『
志
傳
評
林
』
の
文
字
を
確
認
す
る
。
た
だ
し

14
、
17
〜
19
は

當
す
る
文
字
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
比
較
で
き
な
か
っ
た
。

15
嘉
：
兩
人
交
了
二
十
餘
合

容
：
兩
個
鬪
到
二
十
餘
合

評
：
两
個
闘
到
二
十
餘
合

16
嘉
：
宋
江
見
活
捉
了
那
天
目
將
彭
玘

容
：
宋
江
見
活
捉
拿
得
天
目
將
彭
玘

評
：
宋
江
見
捉　

了　
　
　
　

彭
玘

20
嘉
：
宋
江
衟
但
且
放
心

容
：
宋
江
衟
但
請
放
心

評
：
宋
江
曰
但
請
放
心

容
與
堂
本
に
近
い
文
字
も
、
嘉
靖
本
に
近
い
文
字
も
あ
る
。
さ
ら
に
同
種
の
例

を
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

52
嘉
：
二
人

了
十
合
之
上
（
第
五
十
五
回
）



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
二
八

繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
氏
岡
氏
の
推
定
し
た
よ
う
に
、
切
り
の
い

い
卷
數
、
回
數
に
す
る
た
め
の
改
編
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
文
簡
本
で
追
加
さ
れ
た

物
語
は
文
繁
百
回
本
で
言
え
ば
第
九
十
回
と
第
九
十
一
回
の
閒
に
插
入
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
全
體
の
終
盤
、
六
十
五
回
を
す
ぎ
て
か
ら
調
整
を
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
の
情
報
を
綜
合
す
る
と
、
祖
本
の
姿
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
嘉
靖
本
、
容
與
堂
本
以
歬
に
存
在
し
、
兩
者
の
底
本
と
な
っ
た
本
で
あ
る
。
兩

者
は
祖
本
の
文

に
意
圖
的
な
改
變
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
書
き
寫
す

こ
と
で
成
立
し
た
。
ま
た
、
文
簡
本
の
底
本
と
も
な
っ
た
。
回
數
、
回
の
分
け
方

と
內
容
は
嘉
靖
本
、
容
與
堂
本
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
容
與
堂
本

に
近
い
文

を
㊒
す
が
、
と
こ
ろ
に
よ
り
嘉
靖
本
の
ほ
う
が
正
確
に
受
け
つ
い
で

い
る

分
も
あ
る
。ま
た
祖
本
の
時
點
で
す
で
に
誤
っ
て
い
た
文
字
や
文
も
あ
る
。

分
的
に
元
代
か
ら
朙
初
朞
の
語
り
物
や
戲
曲
の
テ
キ
ス
ト
と
共
通
す
る
文
字
づ

か
い
も
存
し
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
形
式
（
稿
本
、
抄
本
、
刊
本
）
で
あ
っ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
。

②
版
式
は
嘉
靖
本
（
每
半
葉
十
行
每
行
二
十
字
）、
容
與
堂
本
（
同
十
一
行
二
十
二
字
）

の
ど
ち
ら
と
も

な
る
。
文
字
の
增
減
の
多
さ
、「
串
句
脫
文
」
の
存
在
な
ど
か

ら
見
て
、
雙
方
と
も
祖
本
の
覆

と
は
思
え
な
い
。
覆

は
い
わ
ゆ
る
〝
か
ぶ
せ

ぼ
り
〟
で
、
底
本
に
紙
を
乘
せ
、
上
か
ら
そ
の
文
字
を
な
ぞ
る
こ
と
で
版
下
を
こ

し
ら
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
字
の

同
は
生
じ
て
も
誤
り
に
よ
る
增
減
、
と

り
わ
け
寫
し
漏
ら
し
は
生
じ
に
く
い
。
嘉
靖
本
、
容
與
堂
本
は
祖
本
と
版
式
を
變

え
た
い
理
由
が
あ
っ
て
覆

を
避
け
た
の
で
は
な
い
か
。

③
二
十
卷
百
回
本
で
あ
っ
た
。「
水
滸
傳
」
繁
本
は
そ
の
繼
承
の
過
程
で
百
卷
百

回
本
→
不
分
卷
百
回
本
→
不
分
卷
百
二
十
回
本
と
變
化
し
て
い
る（

（（
（

。
祖
本
が
す
で

に
百
卷
百
回
本
で
、
そ
こ
か
ら
二
十
卷
百
回
本
の
嘉
靖
本
が
作
ら
れ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
文
簡
本
の
分
卷
形
式
も
、二
十
卷
本
を
參
照
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
同
じ
回
數
表
記
が
二
度
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
、『
志
傳
評
林
』
は
途
中
で

回
數
表
記
を
放

し
て
い
る
。
文
簡
本
は
文
繁
本
の
內
容
に
さ
ら
に
梁
山
泊
軍
に

よ
る
田
虎
・
王
慶
征
伐
の
物
語
を
つ
け
足
し
て
い
る
。
氏
岡
氏
は
、『
志
傳
評
林
』

は
全
體
を
二
十
五
卷
百
回
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
が
う
ま
く
行
か
ず
、
百
四

回
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
ゆ
え
に
嘉
靖
本
、
容
與
堂

本
と
は
回
數
も
、
回
の
分
け
方
の

な
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
卷
と
回
の
關

係
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
二
十
五
卷
百
回
な
ら
ば
單
純
に
割
っ
て
一
卷
四
回
に
す

れ
ば
き
れ
い
に
整
う
が
、
實
際
に
は
回
目
が
三
回
分
の
卷
、
四
回
分
の
卷
、
五
回

分
の
卷
な
ど
、
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
範
圍
で
は
、
卷
十
に
は
回
目
が

三
回
分
し
か
な
く
、
卷
十
一
に
は
四
回
分
あ
る
。
し
か
し
、
卷
十
と
卷
十
一
と
の

切
れ
目
や
、
卷
十
一
に
收
め
ら
れ
て
い
る
物
語
の
內
容
は
嘉
靖
本
と
一
致
し
て
い

る
。
ま
た
、
第
一
卷
か
ら
第
六
卷
、
第
九
卷
か
ら
第
十
三
卷
で
は
各
卷
に
お
さ
め

ら
れ
て
い
る
物
語
內
容
は
す
べ
て
容
與
堂
本
の
五
回
分
に
相
當
し
て
い
る
。
第
七

卷
で
容
與
堂
本
四
回
分
の
內
容
と
な
り
は
じ
め
て
ず
れ
る
が
、
第
八
卷
に
六
回
分

を
收
め
る
こ
と
で
帳
尻
が
合
い
、
第
十
三
卷
末
が
容
與
堂
本
第
六
十
五
回
末
と
對

應
す
る
。『
志
傳
評
林
』
內

で
は
卷
數
と
回
數
に
決
ま
っ
た
對
應
關
係
が
な
く
、

か
え
っ
て
『
志
傳
評
林
』
の
一
卷
分
と
容
與
堂
本
の
五
回
分
と
が
ほ
ぼ
對
應
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
一
見
奇
妙
な
こ
と
だ
が
、
文
簡
本
を
作
る
際
に
利
用
し
た
文
繁

本
が
各
卷
五
回
の
分
卷
本
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
說
朙
で
き
る
。
文
簡
本
は
底
本

の
回
數
に
は
變
更
を
加
え
た
が
、
卷
の
分
け
目
は
變
更
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
氏
岡
氏
の
い
う
よ
う
に
二
十
五
卷
百
回
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
の
も
、

底
本
が
二
十
卷
百
回
の
形
式
で
あ
る
こ
と
を
ま
ね
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
で
は
な

い
か
。

『
志
傳
評
林
』
の
一
卷
が
文
繁
本
の
五
回
分
に
相
當
し
な
い
現
象
は
、
第
十
四

卷
に
文
繁
本
の
第
六
十
六
回
か
ら
第
七
十
一
回
の
六
回
分
が
收
め
ら
れ
て
以
降
頻



〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系

二
二
九

と
推
測
し
て
い
る
。

後
發
の
本
で
あ
る
內
閣
本
お
よ
び
上
海
本
に
は
、
北
京
本
と
字
句
の

な
る
箇

所
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
本
の
編
集
者
が
北
京
本
で
は
よ
し
と
し

て
い
た
（
あ
る
い
は
見
落
と
し
て
い
た
）
文
字
を
閒
違
い
、
あ
る
い
は
わ
か
り
に
く

い
と
見
な
し
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
。
試
み
に
北
京
本
と
嘉
靖
本
が
一
致
し
な
い
箇

所
を
內
閣
本
、
上
海
本
が
ど
の
よ
う
に
處
理
し
て
い
る
か
を
見
る
と
、
興
味
深

い
現
象
が
見
出
せ
る
。
北
京
本
と
嘉
靖
本
と
の

同
箇
所
の
う
ち
、
內
閣
本
は

三
十
八
箇
所
で
「
問
題
あ
り
」
と

定
し
て
文
字
を
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
上

海
本
は
變
更
箇
所
も
方
法
も
す
べ
て
內
閣
本
と
一
致
す
る
。
上
海
本
と
內
閣
本
の

關
係
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
が
必
要
だ
が
、
こ
の
種
の
修
正
箇
所
に
つ
い
て
は
內

閣
本
を
兩
者
の
代
表
と
し
て
よ
い
。
內
閣
本
と
北
京
本
の
こ
の
種
の

同
三
十
八

箇
所
の
う
ち
、
內
閣
本
が
嘉
靖
本
と
一
致
す
る
の
は
十
八
箇
所
、
一
致
し
な
い
の

は
二
十
箇
所
で
あ
っ
た
。
天
理
本
は
こ
の
三
十
八
箇
所
の
う
ち
十
一
箇
所
で
內
閣

本
と
同
じ
文
字
を
㊒
し
、
二
十
七
箇
所
は
北
京
本
と
一
致
す
る
。
嘉
靖
本
、
內
閣

本
、
天
理
本
が
同
じ
文
字
で
北
京
本
の
み
が

な
る
箇
所
は
、
北
京
本
以
外
の
三

者
の
文
字
が
容
與
堂
原

本
の
文
字
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
北
京
本
と
天
理
本
が

一
致
す
る
二
十
七
箇
所
は
、
そ
れ
が
原

本
の
文
字
で
、
內
閣
本
が
修
正
し
た

分
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、修
正
結
果
が
嘉
靖
本
と
一
致
す
る
の
が
十
四
箇
所
、

一
致
し
な
い
の
が
十
三
箇
所
で
あ
る
。

そ
の
修
正
の

子
を
具
體
的
に

察
し
て
み
る
と
、「
載
着
樂
大
娘
子
、
背
彼

孫
提
鎋
騎
着
馬
」を「
載
着
樂
大
娘
子
、
背
後
孫
提
鎋
騎
着
馬
」（
第
四
十
九
回
）に
、

「
干
當
重
罪
」
を
「
甘
當
重
罪
」（
第
五
十
四
回
）
に
直
す
な
ど
、
朙
ら
か
に
北
京

本
の
誤
り
で
あ
り
、
他
の
本
を
參
照
せ
ず
、
誰
が
直
し
て
も
同
じ
結
果
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
必
ず
し
も
訂
正
し
な
く
て
も
よ

い

分
が
改
め
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
北
京
本
「
當
不
住
這
里
人
多
一
發
上
去

物
語
內
容
は
二
十
卷
本
で
あ
る
嘉
靖
本
、
百
卷
本
で
あ
る
容
與
堂
本
と
一
致
す
る

と

斷
で
き
る
た
め
、
物
語
の
分
析
に
關
す
る
限
り
は
容
與
堂
本
を
通
じ
て
初
朞

の
「
水
滸
傳
」
二
十
卷
百
回
本
お
よ
び
百
卷
百
回
本
の
硏
究
を
行
う
こ
と
の
妥
當

性
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
參
照
で
き
る
範
圍
內
で
は
、
嘉
靖
本
や
文
簡
本
を
參

照
し
て
祖
本
の

相
を
推
定
し
な
が
ら
利
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

④

體
字
・
通
假
字
に
つ
い
て
は
、
嘉
靖
本
、
容
與
堂
本
の
抄
寫
時
朞
が
文
字
の

選
擇
に
影
响
す
る
こ
と
も
あ
り
、
一
槪
に
は
言
え
な
い
。
嘉
靖
本
が
語
り
物
テ
キ

ス
ト
に
見
ら
れ
る

體
字
・
通
假
字
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
は
祖
本
か
ら
受
け
つ

い
だ
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
嘉
靖
本
が
獨
自
に
筆
畫
數
を
減
ら
す
よ
う
改
變
し

た
と

斷
で
き
る
箇
所
も
多
く
あ
る
。

六

第
二
節
に
記
し
た
よ
う
に
、
容
與
堂
本
に
は
國
家
圖
書
館
藏
本
（
以
下
、
北
京

本
と
稱
す
）
以
外
に
、
天
理
圖
書
館
藏
本
、
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
藏
本
（
以

下
そ
れ
ぞ
れ
天
理
本
、
內
閣
本
と
稱
す
）
な
ど
が
あ
る
。
う
ち
內
閣
本
は
他
の
二
者

よ
り
刊
行
が
遲
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
上
海
圖
書
館
藏
本
（
以
下
、
上
海
本
と
稱

す
る
）
は
卷
五
十
一
途
中
か
ら
卷
五
十
五
途
中
ま
で
の
殘
本
で
、
本
稿
の
扱
う

分
と
重
な
る
。上
海
本
は
、北
京
本
で「
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
卷
之
幾
幾
」

と
記
さ
れ
て
い
る
卷
頭
題
が
「
水
滸
傳
卷
之
幾
幾
」
に
、
各
卷
末
尾
の
「
李
卓
吾

先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
卷
之
幾
幾
終
」
も
「
水
滸
傳
卷
之
幾
幾
終
」
に
變
わ
っ
て

い
る
な
ど
、
李
卓
吾
の
名
が
消
し
去
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徵
で
、
こ
の
本
が
他
の

三
者
よ
り
遲
れ
る
證
據
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
上
原
究
一
「『
李
卓
吾
先
生
批
評

西
遊
記
』
の
版
本
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
三
集
、二
〇
一
一
年
）
は
、

こ
の
處
置
を
天
諬
五
年
（
一
六
二
五
）
の
李
卓
吾
著
作
の
禁
令
へ
の
對
策
と
み
て
、

上
海
本
の
出
版
時
朞
を
天
諬
五
年
か
ら
崇
禎
四
年
（
一
六
三
一
）
ま
で
の
六
年
閒



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
三
〇

①
北
京
本

≠
嘉
靖
本
＝
內
閣
本
＝
志
傳
評
林　

五
例

②
北
京
本

≠

內
閣
本

≠

嘉
靖
本
＝
志
傳
評
林　

一
例

③
內
閣
本

≠

嘉
靖
本

≠

北
京
本
＝
志
傳
評
林　

一
例

比
較
可
能
な
例
が
少
な
く
、
デ
ー
タ
と
し
て
の
信
賴
性
は
高
い
と
は
言
え
な
い

が
、
七
例
の
う
ち
內
閣
本
が
嘉
靖
本
・
志
傳
評
林
と
一
致
す
る
も
の
が
五
例
あ
り
、

內
閣
本
が
祖
本
か
ら
文
字
を
選
ん
だ
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
と
は
い
え
、
嘉

靖
本
や『
志
傳
評
林
』と

な
る
文
字
を
採
用
し
た
箇
所
、北
京
本
が
そ
も
そ
も『
志

傳
評
林
』
と
一
致
し
て
い
た
の
に
、
そ
れ
を
嘉
靖
本
と
も
『
志
傳
評
林
』
と
も
一

致
し
な
い
文
字
に
變
え
た
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
あ
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
か

ら
、
す
べ
て
祖
本
を
使
っ
て
直
し
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
祖
本
を

全
面
的
に
利
用
し
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
し
（
そ
れ
な
ら
ば
容
與
堂
本
で
は
な
く

は
じ
め
か
ら
祖
本
を
覆

す
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
）、
祖
本
以
外
の

斷
基
準
に
よ
っ

て
改
め
た
箇
所
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
右
の
數
値
に
は
算
入
で
き
な
い
な
が
ら
も
こ
の
假
說
に
符
合
す
る
例
が

ほ
か
に
も
あ
る
。
28
の
例
、北
京
本
は
「
只
見
屛
風
背
轉
出
一
人
來
」
で
あ
る
が
、

內
閣
本
は
「
背
後
」
の
二
文
字
を
一
格
分
に
橫
に
竝
べ
て
「
只
見
屛
風
背後
轉
出
一

人
來
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
嘉
靖
本
は
「
只
見
屛
風
背
後
轉
出
一
人
來
」
で
「
背

後
」
は
一
文
字
一
格
。『
志
傳
評
林
』
は
「
只
見
屛
風
後
轉
出
一
人
來
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
北
京
本
と
『
志
傳
評
林
』
の
文
字
を
合
わ
せ
れ
ば
嘉
靖
本
と
同
じ
文
が
で

き
る
。
天
理
本
も
「
屛
風
背
」
で
あ
る
か
ら
、
容
與
堂
原

本
で
す
で
に
誤
っ
て

い
た
と
見
て
よ
い
。
祖
本
に
は
「
背
後
」
と
あ
っ
た
も
の
を
容
與
堂
原

本
は
誤

っ
て
「
後
」
を
落
と
し
て
し
ま
い
、『
志
傳
評
林
』
は
文
字
數
を
減
ら
す
た
め
に

意
圖
的
に
「
背
」
を
削
り
、
嘉
靖
本
は
「
背
後
」
二
文
字
を
そ
の
ま
ま
寫
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
內
閣
本
は
「
屛
風
背
」
で
は
不
自
然
で
あ
る
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
が
、

版
式
は
北
京
本
、
天
理
本
と
同
じ
で
「
屛
風
」
と
「
轉
」
の
閒
に
は
一
格
し
か
な

因
此
吃
拿
了
」、
內
閣
本
、
嘉
靖
本
「
當
不
住
這
里
人
多
一
發
上
因
此
吃
拿
了
」

（
第
四
十
七
回
）、
北
京
本
「
我
却
是
拜
你
便
了
」、
內
閣
本
、
嘉
靖
本
「
我
却
自
拜

你
便
了
」（
第
五
十
二
回
）、
北
京
本
「
只
㊒
一
箇
靑
衣

子
攔
住
」、
內
閣
本
、
嘉

靖
本
「
只
見
一
箇
靑
衣

子
攔
住
」（
第
五
十
三
回
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

同
は
嘉
靖
本
と
無
關
係
に
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
っ

と
も
、
北
京
本
「
與
他
兩
箇
和
李
逵
說
」・
內
閣
本
「
與
他
兩
箇
美和
李
逵
起說
」・
嘉

靖
本
「
與
他
兩
箇
賀
李
逵
說
」（
第
五
十
二
回
）、
北
京
本
「
趕
離
城
走
下
到
二
十

里
」・
內
閣
本
「
趕
離
城
約
走
到
二
十
里
」・
嘉
靖
本
「
赶
離
城
走
不
到
二
十
里
」

（
第
五
十
一
回
）、
北
京
本
「
閃
入
村
裡
來
却

不
認
這
路
」・
內
閣
本
「
閃
入
村
裡

來
却

不
認
得
路
」・
嘉
靖
本
「
閃
入
村
里
來
却

不
認
衟
路
」（
第
四
十
七
回
）

の
よ
う
に
全
く

な
る
文
字
に
訂
正
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
の
で
、
內
閣
本
が
嘉

靖
本
を
直

參
照
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
第
二
、
第
三
の
例
は
、
三
者
と
も

な
る
文
字
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
北
京
本
と
嘉
靖
本
は
字
形
が
類
似
し
て
い
る
。

第
二
の
例
は
、
祖
本
は
「
走
下
到
」
な
い
し
「
走
不
到
」
と
あ
っ
た
も
の
を
嘉
靖

本
と
容
與
堂
原

本
の
一
方
が
誤
っ
た
も
の
、
第
三
の
例
は
祖
本
の
「
衟
路
」
を

容
與
堂
原

が
誤
っ
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
內
閣
本
が
改
變
し
た
結
果
と
思
わ
れ

る
。こ

こ
で
歬
節
同

『
志
傳
評
林
』
を
參
照
し
て
み
る
と
、

當
す
る
文
言
が
な

い
も
の
や
い
ず
れ
に
近
い
か

別
で
き
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
第
三
の
例

の

當
箇
所
は
「
只
見
一
個
靑
衣

子
攔
住
」
と
な
っ
て
お
り
、
嘉
靖
本
、
內
閣

本
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
內
閣
本
の
こ
の
修
正
が
祖
本
の
文
字
に
よ
る
も
の

で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
志
傳
評
林
』
と
比
較
で
き
な
い
箇

所
は
、
祖
本
に
よ
る
の
か
、
獨
自
に
改
變
し
た
も
の
か

斷
で
き
な
い
。
い
ま
北

京
本
、
內
閣
本
、
嘉
靖
本
、『
志
傳
評
林
』
に
比
較
で
き
る
文
字
が
そ
ろ
っ
て
い

る
箇
所
で
、
そ
の
關
係
を
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
朞
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系

二
三
一

が
、か
つ
て
二
十
卷
（
二
十
册
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
と
も
合
う
。

朙
後
朞
に
は
百
卷
百
回
本
の
み
な
ら
ず
不
分
卷
百
回
本
、
百
二
十
回
本
、
七
十
回

本
、
各
種
文
簡
本
な
ど
も
登
場
し
て
い
た
か
ら
、
二
十
卷
本
が
「
古
本
」
と
稱
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
朙
末
の
金
聖
歎
が
「
水
滸
傳
」
の
古
本
を
入
手
し
た
と
稱
し
た

の
も
、「
古
本
」
が
あ
る
と
い
う
知

を
人
々
が
共
㊒
し
て
い
た
こ
と
を
利
用
し

た
も
の
だ
ろ
う
。

容
與
堂
本
の
後
發
本
の
改
編
方
法
に
つ
い
て
は
本
稿
で
觸
れ
た
も
の
の
み
で
は

㊮
料
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
ま
だ
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
。
各
種
容
與
堂
本
の
全
面

的
な
校
勘
を
行
っ
た
う
え
で
改
め
て
容
與
堂
本
と
祖
本
と
の
關
係
を
論
じ
る
必
要

も
出
て
こ
よ
う
。

國
家
圖
書
館
に
は
ほ
か
に
、

分
的
に
は
古
い
文

を
殘
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
ど
こ
が
補
刊

分
な
の
か
が
正
確
に
わ
か
ら
な
い
た
め

に
㊮
料
と
し
て
使
わ
れ
に
く
い
『
李
卓
吾
先
生
評
水
滸
全
傳
』（
い
わ
ゆ
る
石
渠
閣

補
刊
本
）
も
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
考
察
と
關
係
づ
け
る
こ
と
で
、
こ
の
本

の
性
質
に
つ
い
て
も
多
少
な
り
と
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

㊟
（
1
）　

高
儒
『
百
川
書
志
』（『
百
川
書
志　

古
今
書

』
古
典
文
學
出
版
社
、
一
九
五
七

年
所
收
）

（
2
）　
『
李
開
先
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）

（
3
）　

國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
藏
本
『
也
是
園
藏
書
目
』（
抄
本
・
林
大
學
頭
舊
藏
）

卷
十
「
通
俗
小
說
」

（
4
）　

張
丑
『
淸
河
書
畫
舫
』（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
臺
灣
商
務
印
書
館
）
卷
十
二

上
「
祝
允
朙
」
に
「

一
好
事
家
收
文
徵
朙
小
楷
古
本
水
滸
傳
」
と
あ
る
。

い
の
だ
か
ら
、『
志
傳
評
林
』
と
同
じ
「
屛
風
後
」
に
改
め
る
の
が
も
っ
と
も
簡

單
か
つ
す
っ
き
り
し
た
方
法
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
一
格
分
に
わ
ざ
わ
ざ

二
文
字
詰
め
込
ん
で
ま
で
「
屛
風
背
後
」
に
し
て
い
る
。
し
か
し
編
集
の
際
に
祖

本
系
の
本
を
參
照
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
手
閒
を
か
け
る
可
能
性
は

あ
る
。

こ
れ
ら
の
狀
況
か
ら
す
る
と
、
內
閣
本
が
編
集
、
出
版
さ
れ
た
こ
ろ
ま
で
、
容

與
堂
本
系
と
は
別
に
、
祖
本
を
受
け
つ
い
だ
文
繁
百
回
本
が

通
し
て
お
り
、
內

閣
本
の
編
集
作
業
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
編
集
に
お
い
て
參
考
㊮
料

と
さ
れ
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
底
本
の
文
字
が
捨
て
ら
れ
祖
本
系

の
文
字
が
採

用
さ
れ
て
い
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
時
朞
、
祖
本
系

の
本
は
筋
の
よ
い
本
と
見
な

さ
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七

本
稿
で
は
嘉
靖
殘
本
と
容
與
堂
本
、さ
ら
に
文
簡
本
と
の
比
較
か
ら
初
朞
の「
水

滸
傳
」
版
本
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、す
べ
て
の
共
通
の
來
源
と
な
っ
た
「
祖
本
」

の
存
在
を
設
定
し
、
そ
の
原
貌
を
推
測
し
た
。
容
與
堂
本
は
百
卷
百
回
、
嘉
靖
本

は
二
十
卷
百
回
で
あ
る
が
、
祖
本
は
二
十
卷
百
回
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『
百
川
書

誌
』
の
記
載
で
わ
か
る
よ
う
に
、遲
く
と
も
嘉
靖
十
九
年
に
は
百
卷
本
「
水
滸
傳
」

は
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
萬
曆
年
閒
初

の
容
與
堂
本
は
百
卷
百
回

に
改
編
し
た
最
初
の
本
で
は
な
い
。
祖
本
か
ら
現
存
す
る
容
與
堂
本
ま
で
の
閒
に

は
い
く
つ
か
の
本
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
嘉
靖
本
は
祖
本
か
ら
直

生
ま
れ
た
も

の
か
、
閒
に
他
の
本
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
文
簡
本
は
祖
本
に
も
と
づ
い
て

作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
、
容
與
堂
本
の
後
印
本
に
も
祖
本
を
參
照
し
て
修
正
を
施
し

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
祖
本
や
祖
本
直
系
の
後
發
本
は
朙
代
後
朞
ま
で

出
回
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
假
定
は
李
開
先
、
錢
曾
ら
が
「
水
滸
傳
」



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
三
二

二
〇
一
一
年
度
大
會
報
吿
の
際
に
名
古
屋
大
學
の
笠
井
直
美
先
生
よ
り
ご
指

を
い

た
だ
い
た
。

（
13
）　

氏
岡
氏
㊟
五
歬
揭
論
文
參
照
。

（
14
）　

氏
岡
氏
㊟
五
歬
揭
論
文
參
照
。

（
15
）　

笠
井
直
美
「
北
京
大
學
圖
書
館
藏
『
忠
義
水
滸
全
傳
』―

「
萬
曆
袁
無
涯
原
刊
」

情
報
の
一
人
步
き―

」（『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
二
十
一
輯
、

二
〇
〇
九
年
）
參
照
。

（
5
）　

氏
岡
眞
士
「『
水
滸
傳
』
と
余
象
斗
」（『
人
文
科
學
論
集
』〈
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
學
科
編
〉
第
38
号
、
信
州
大
學
人
文
學

、
平
成
十
六
年
）
が
現
存
す
る
初

朞
の
文
簡
本
の
繼
承
關
係
を
論
じ
て
い
る
。

（
6
）　

文
繁
本
が
文
簡
本
に
先
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
大
內
田
三
郞
「『
水
滸
傳
』
版

本
考―
再
び
繁
本
と
簡
本
の
關
係
に
つ
い
て―

」（『
伊
藤
漱
平
敎
授
退
官
記
念
中
國

學
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。

（
7
）　

發
見
の
經
緯
は
馬
幼
垣
「
嘉
靖
殘
本
『
水
滸
傳
』
非
郭
武
定

本
辨
」
二
「
發
現

與
公
佈
的
經
過
」
に
詳
し
い
。

（
8
）　

こ
れ
に
は
、
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
ず
、
寫
眞
撮
影
や
複
寫
の
數
量
も
制
限
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
關
わ
ろ
う
。『
完
譯　

水
滸
傳
（
六
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）

淸
水
茂
「
㊟
」
が
そ
の
事
情
を
よ
く
傳
え
て
い
る
。「
こ
の
卷
（
引
用
者
㊟
・
卷

五
十
一
）
か
ら
卷
の
五
十
五
ま
で
、
現
存
の
い
ち
ば
ん
古
い
『
水
滸
傳
』
の
テ
キ
ス

ト
朙
嘉
靖
刊
本
の
零
本
が
存
し
、
…
…
人
民
文
學
出
版
社
一
九
五
四
年
版
『
水
滸
全

傳
』
に
、
こ
の
書
の
校
勘
記
が
特
に
作
ら
れ
、
テ
キ
ス
ト
の

同
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
譯
の
底
本
內
閣
文
庫
藏
容
與
堂
刊
本
と
、
…
…

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差

は
な
く
、
同
一
系

の
テ
キ
ス
ト
と
認
め
ら
れ
る
。
…
…
卷

頭
も
卷
尾
も
な
く
、
序
も
刊
記
も
存
し
な
い
か
ら
、
字
體
な
ど
書
品
か
ら
嘉
靖
刊
本

と
推
定
す
る
だ
け
で
、
ど
う
い
う
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
か
確
定
の
し
よ
う
が
な

い
。」
淸
水
氏
は
原
本
も
寫
眞
も
見
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
9
）　
「
第
五
十
一
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
一
」
の
字
が
手
書
き
で
「
落
」

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）　

㊟
七
歬
揭
論
文
に
「
首
次
出

的
是
由
第
四
十
六
至
第
五
十
回

成
的
一
册
。

…
…

了
一
段

后
，

朱
某
…
…
自
冷

找
到
第
五
十
一
至
五
十
五
回

成

的
一
册
」
と
あ
る
。
た
だ
、「
一
卷
」
を
發
見
し
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

（
11
）　
『
朙
成
化
說
唱
詞
話
叢
刊
』（
鼎
文
書
局
、
中
華
民
國
六
十
八
年
）

（
12
）　

話
本
、
雜
劇
に
類
似
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
中
國
古
典
小
說
硏
究
會


